
10 11

③ボランティア・ワークショップ（学生と地域）
　上勝町では、上勝学舎も関与する「棚田のめぐみ感動ビ

ジネスプロジェクト」が平成 25年度からスタートし、棚田ウェ
ディング、棚田ライトアップ等の種々のビジネスアプローチ

が実践されている。この中で、徳島大学生を主とする 200
名規模（累計参加者数）の学生ボランティアが参画し、地

域と学生を結ぶボランティア・ワークショップを開催した。

④小人数セミナー
　上勝町の今後の方向性を小人数の若者世代と探る場とし

て、上勝町長の花本靖氏、いろどり社長の横石知二氏、上

勝学舎客員教授の澤田俊明氏の問題提起による小人数対

話型セミナーを、「森林資源活用」、「景観」、「ブランド」をテー

マに 3回開催した。

3．事業実施による成果と今後の展開
　地域再生における森林資源の活用や晩茶資源の活用、学

生と地域との間において、担い手、資源、若者・学生の「つ

ながり」の強化を確認することができた、これらの取組は、

上勝町の今後の政策展開に大きく寄与しつつある。

　今後は、平成 28年度の事業を継続するとともに、新たに、
子育て支援に着目した「森の学校プロジェクト」（実験事業）

を展開する予定である。

事業の概要

1.事業の目的
　上勝学舎事業は、平成 21年（2009）にスタートした。平
成 27年度までの活動成果とその蓄積を踏まえ、平成 28年
度は持続可能な地域づくりにおいて、人・資源・地域を「つ

なげる・つながる」を念頭に事業を展開した。

2.事業の取組状況
①地域再生人材創出講座（森林資源の活用）
　上勝町は森林地域であり、多くのスギ人工林を有するが、

森林経営の収益性低下、山林の荒廃が進展している。平成

28年度の地域再生人材創出講座では、森林資源活用の環
境保全型ビジネスアプローチをテーマに、1日目「いろどり
山構想を学ぶ」、2日目「森の自然体験と ESD（持続可能な
開発のための教育）」、3日目「人工林活用と薪」の 3日間
連続講座を、理工学部大学院・総合科学部大学院の授業で

あるビジネスモデル特論と連携して実施した。

②上勝学講座：かみかつ eatラボ（晩茶編）
　本講座は、徳島大学の研究リソースを地域に還元し、地

域ビジネスづくり・担い手づくりを目的として開催した。

　上勝町には固有の地域資源である上勝晩茶（発酵茶）が

あるが、徳島大学薬学部の福井名誉教授等の研究成果である

「花粉アレルギー抑制に抗ヒスタミン薬と併用した上勝晩茶

の科学的効果」をテーマに、「食べて、学んで、活かす」講

座を「かみかつ植物系リソース研究会」と連携して開催した。
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上勝学舎の取り組み
事業のポイント
■ 四国で最も人口の少ない町上勝町において、持続可能な地域づくりのため
徳島大学と上勝町との包括協定に基づき展開する事業。
■ ビジネス力、地域戦略力、協働・連携力、人間力、ICT力に着目。
■ 「地域再生人材創出講座」「上勝学講座」等の講座、地域住民・学生・社会
人が共創する「実践コラボ型の取組」等を展開。

事業代表者・連絡先
吉田 敦也（地域創生センター・センター長）
〒770-8502  徳島市南常三島町1-1

tel: 088-656-7651   fax: 088-656-9880

e-mail: yoshida@tokushima-u.ac.jp
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地域再生人材創出講座
（3日目：スギ人工林
フィールド）

ボランティア・ワークショップ
（学生と地域の担い手連携）

対話型の小人数セミナー

上勝eatラボ：
晩茶編（試食品）
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その周辺で行うなど、地域の交流拠点として活用した。

　昭和25年に海部郡中木頭村平谷（現在の那賀町平谷）
で開催された大相撲興行の様子を、地元の旅館に残された

資料で紹介する「東京大相撲興行平谷場所展ー田村旅館の

アルバムからー」を3月4日～12日にガレリア新蔵で開催
した。

3．これまでの取組状況
① ゆず婆ちゃん
　那賀町の特産農産物「木頭ゆず」を町のイメージキャラ

クター化した「ゆず婆ちゃん」や、町名を活かしたキャッ

チフレーズ「なかは なかなか いい いなか」を提案、町内
の観光施設鷲の里の観光案内板等に採用されている。ま

た、ゆず婆ちゃんの着ぐるみは交通安全キャンペーンや町

内外の催しで活用されている。

② はんごろし
　地域で使われてきた「おはぎ」の呼称を復活させた「は

んごろし」は、町外イベントでも早々に売り切れ、町内の

和菓子店に町外からの引き合いがあるなど、地域発の名物

としての評判が定着している。

事業の概要

1. 事業の目的
　那賀町の地域再生塾は、地域再生塾の塾生（那賀町民）

で組織する「地域再生塾丹生谷応援団」と協働し、活動　

を指導、支援する事をとおして、那賀町における地域再生

人材の育成と地域の活性化を図ることを目指している。

2．事業の取組状況
① 棚田復活へ再挑戦
　平成28年度も昨年度に引き続き、耕作放棄された棚田
の復活に取り組んだ。獣害のために収穫に至らなかった

が、参加した学生にとって、中山間地農業の難しさを身を

もって知る取り組みとなった。

② 御正御影供（おしょうめっく）の新四国八十八ヶ所水崎（みさき）廻り
　8年前に地域再生塾で作製した「御正御影供の新四国
八十ヶ所水崎廻り」を紹介するマップのリニューアル作業

を地元の中学生と学生との協働で進めた。中学生にとって

は、大学生と一緒に地域を調査することで知的な刺激を受

けることができ、学習意欲の向上にも繋がると期待され

る。

③ その他
　那賀町の特産品の一つである相生晩茶の生産に取り組

む、地域おこし協力隊員を応援する取り組みや、町民から

提供された古民家（町屋）を改修して地域に開放する「つ

どい家」プロジェクトに取り組み、アメリカ人の地域住民

とハロウィンの催しやヤードセールなどを「つどい家」と

2016.4.16 徳島新聞

2016.10.5 徳島新聞

那賀町地域再生塾
事業のポイント
■ 那賀町で活動している本学のサテライトオフィス「地域再生塾」に更に学習
の機会を提供し、積極的な人材育成の展開を促すほか、那賀町と連携した地
域活性化に取り組む。

事業代表者・連絡先
山中 英生（地域創生センター・副センター長）
〒771-5406  徳島県那賀郡那賀町延野字王子原31-1

tel: 050-8804-3990

e-mail: ouendan@whk.ne.jp
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生インターンシップの受入れも行っており、平成28年度
は徳島県内大学生3名の受入も行った。
④美波町の自主防災活動の支援
　美波町自主防災会連合会および由岐湾内3地区自主防災
会連合会の事務局支援を行っている。平成28年度は、美
波町自主防災会連合会の熊本地震西原村災害ボランティア

活動（7月1日）や美波町避難所開設・運営マニュアルの
作成および訓練等の支援を行った。また、由岐湾内3地区
自主防災会連合会のT型集落点検ワークショップ（11月25
日～27日）や事前復興まちづくり計画素案の作成および
住民意見交換会等の支援を行った。

⑤地域防災についての“しゃべり場”の支援
　美波町西の地防災きずな会によるコミュニティカフェ

「まったりカフェみなみ」の運営支援を徳島大学の学生ボ

ランティアと行っている。カフェは、平常時から災害時要

援護者や住民の絆を深める交流の場だけでなく、平成28
年度は美波町津波防災視察研修の受入等の際に、町内外者

の交流の場としても活用した。

⑥小中学校での防災教育の支援
　美波町内外の小中学校で防災教育の支援を行っている。

美波町補助金事業で『美波町津波防災視察研修プログラム

の開発』を行い、美波町防災教育推進会議研究会および美

波町立由岐小学校防災教育校内研究会等の講師を務めた。

事業の概要

1. 事業の目的
　当センターは、2013年7月に、徳島大学と美波町との
「持続可能なまちづくり」をテーマとした連携協定の活動

拠点として、美波町役場由岐支所3階に開設した。徳島大
学と美波町が連携し、知的・人的資源の活用と交流を図

り、相互に協力して地域の発展と人材の育成に寄与する。

2．事業の取組状況
①研究員が駐在し研究活動の実施
　当センター事務室に研究員が駐在し、美波町由岐湾内地

区における事前復興まちづくり活動の参与型分析を行って

いる。平成28年度は、第53回土木計画学研究発表会（春
大会）および第37回地域安全学会研究発表会（春季）で
研究発表を行った他、『日本災害復興学会誌　復興通巻

第16号』および『新都市　第70巻第11号』の原稿寄稿も
行った。また、平成28年4月14日、16日に発生した熊本地
震では、徳島大学熊本地震調査団の一員として現地調査に

参加し、「徳島大学熊本地震調査速報会」（5月6日）で
屋外避難生活について発表を行った。

②持続可能なまちづくりに関するシンポジウムの開催
　持続可能なまちづくりの啓発や交流を兼ねたミニシンポ

ジウムを開催している。平成28年度は、当センター主催
で、「徳島大学熊本地震復興支援講演会」（8月28日）、
「ごっつい由岐の未来づくりプロジェクト講演会」（8
月29日）、「平成28年度徳島大学タウンミーティング」
（12月19日）、「平成28年度徳島大学地域シンポジウム
(3月11日～12日)」を開催した。また、美波町、美波町自
主防災会連合会に協力して、「美波町昭和南海地震70周
年シンポジウム」（11月5日）や「宮川大輔・花子のお笑
い防災シンポジウム」（1月24日）、「美波町自主防災会
連合会防災講演会(3月3日)」を開催した。
③視察研修および学生インターンシップの対応
　当センターおよび美波町の先進的な取組を視察研修に来

る国内外の防災・まちづくり関係者（大学研究者、自治体

職員、自主防災会等）の対応を行っている。平成28年度
は、美波町補助金事業で『美波町津波防災視察研修プログ

ラムの開発』を行い、徳島県昭和南海地震70年事業「津
波減災フィールドワーク～先人の教訓・叡智に学ぶ～」

（10月2日）や平成28年度JICA研修「コミュニティ防災
(A)」（11月10日～11日）等の受入を行った。その他、学

昭和南海地震70年事業「津波減災
フィールドワーク」

平成28年度JICA研修「コミュニティ防災（A）」

美波町熊本地震西原村災害ボランティア
活動

T型集落点検ワークショップ

徳島大学・美波町地域づくりセンター
事業のポイント
■ 人口減少、津波防災などの課題を抱える美波町において、大学、地域行
政、住民との連携を推進し、美波町における地域づくりをすすめることで、大学
における地域貢献拠点としてのモデル発信を目指す。

事業代表者・連絡先
山中 英生（地域創生センター・副センター長）
〒779-2103  徳島県海部郡美波町西の地字西地50-1

（美波町役場由岐支所3階）
tel / fax: 0884-70-1274

e-mail: tokushima-minami@tokushima-u.ac.jp

からケイト・ワシントンさん、マット・ビボーさんをゲス

トに迎え、①住民のための学習プログラム（特に英語）、

②情報発信、③モデルコースづくり、④公共の場づくりの

4つのテーマに分けてワークショップを開催した。参加者
はゲストと英語で積極的に交流ができ、地域でのおもてな

し、観光の課題が見えてきた。また、参加者は本プログラ

ムの継続を望んでおり、「にしあわ英語旅」の自主グルー

プも誕生している。

第1回
　平成28年7月11日（月）・7月12日（火）
　道の駅大歩危及び祖谷かずら橋周辺 参加者30名
第2回
　平成28年9月21日（水）・9月22日（木）
　道の駅大歩危及び雲辺寺周辺　参加者23名
第3回
　平成29年3月中旬開催予定

事業の概要

1.事業の目的
　徳島大学にしあわ学舎では、西部2市2町、徳島県、徳
島大学教職員で構成する「徳島県西部地区地域づくり連絡

協議会議」を設置し、サテライトが行う各種事業の計画・

立案、その他連絡・調整等を行うこととしており、地域を

支える人材を育成する「地域育成プログラム」と地域課題

の解決・改善に向けて検討する「課題解決プログラム」か

らなる「地域創生支援プロジェクト」を展開する。

2．事業の取組状況
①市民講座「にしあわ学び郷」の開催
　地方創生支援プロジェクトに係るフィールドワーク実施

の成果をもとにして、市民講座「にしあわ学びの郷」を昨

年に引き続き開催した。「第4回生活支援と地域づくり」
は、三好市井川農産物加工開発センターにて、平成28年4
月13日（水）に開催し、22名の参加があった。
　本市民講座では、県西部地域における過疎化・高齢化の

進行と高齢者世帯・一人暮らし世帯の増加により、生活す

る上での医療機関への通院・買い物等の移動手段の確保、

災害時の安否確認等の課題を踏まえ、生活支援と地域づく

りについて議論した。

②公開講座の開催
　「健康づくり」をテーマに、大学開放実践センターが

行っている公開講座のカリキュラムを活かして、地域ニー

ズに合致した公開講座を開催した。

　「100mから始める健康マラソン」は美馬市うだつア
リーナにて平成29年2月3日（金）、2月10日（金）の2日
間開催し、28名の参加があった。
　「健康づくりのためのウォーキング&ノルディックウ
ウォーキング」は三好市三野体育館にて平成29年2月15日
（水）に開催し、40名の参加があった。
③人材育成講座
　徳島大学にしあわ学舎「世界とつながるまちづくり事業

－にしあわ英語旅－」を開催した。「世界とつながるまち

づくり」プログラムとして、「外国人観光客おもてなしプ

ログラム開発」及び「あなたの街を英語で知ろう」をテー

マに、アメリカで最も住みたい町オレゴン州ポートランド

「にしあわ学舎」地域再生推進事業
事業のポイント
■ 県下24市町村との連携協定締結を契機に、今まで組織的な取組みを行っ
てこなかった県西部（美馬市、三好市、つるぎ町、東みよし町）にサテライトオ
フィスを設置し、地域を支える人材の育成や課題解決等の事業を行う。

事業代表者・連絡先
吉田 敦也（地域創生センター・センター長）
〒779-4801 徳島県三好市井川町辻73（三好市井川総合支所3階）
tel / fax: 0883-78-2127

e-mail: nishiawa@tokushima-u.ac.jp
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100mから始める
健康マラソン

健康づくりのための
ウォーキング＆ノルディック
ウォーキング

世界とつながるまち
づくり事業
－にしあわ英語旅－
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（主な事業）
■ 神山に遊んでタイニーハウスをつくろう！
開催日時：平成 28年 7月 9日（土）8:30～ 22:00
平成 28年 7月10日（日）5:00分～ 16:00
場所：神山学舎  参加者数：計 46人
■ 第2回神山に遊んでタイニーハウスをつくろう！
開催日時：平成 28年 9月 26日（月）10:00～ 16:00
場所：神山学舎  参加者数：15人 
■ まちづくりリレートーク もう一度来たい街
   ここに住みたい町
開催日時：平成 28年 12月17日（土）18:00～ 20:00
場所：神山学舎  参加者数：18人
■ 宿と食から考える
「もう一度来たい ここに住みたい まちづくり」
開催日時：平成 28年 12月18日（日）10:00～ 15:00
場所：徳島大学フューチャーセンター『A.BA（アバ）』
参加者数：12人

3．事業実施による成果と今後の課題
　神山学舎は、中学生や高校生を含めた若者、次世代へ

続く持続し、成長する徳島づくりにおける未来設計プラット

フォームとして実質的な結果をテンポ良くもたらしている。

そうした成果を社会イノベーションに結びつけ、それに関

わった若者が成長し、次世代を担う人材となるよう、コミュ

ニティホテル「徳大ハウス」の建築と運用に関する社会実験

や、イノベーター育成のための「地域を基礎とした教育 /学
習」(CBL）を単位化し、ポートランド州立大学との連携プ
ログラムとして公式に展開していくためのアクションを起して

いく予定である。

事業の概要

1.事業の目的
　若者に魅力ある地域づくり、持続する徳島づくりの未来

設計プラットフォームを目指し、フューチャーセンター機能

を持った未来の学校として、地域と一体となった事業を実

施する。

2．事業の取組状況
　神山学舎では、「未来のイノベーター育成」を柱に、米

国オレゴン州ポートランドとの連携と神山バレー･サテライ

トオフィス･コンプレックス内に設置された強みを活かして、

地元の住民や事業者、NPO、町役場等との共創事業を展
開している。

　主な事業は、①「往来学習プログラム開発プロジェクト」、

②「タイニーハウスプロジェクト」、③「地域を基礎とした教

育 /学習開発」である。
● 往来学習プログラム開発プロジェクト
　地域住民の視野拡大とアクションづくり、スチューデント

アンバサダー養成等を目的として、ポートランドからのゲス

トスピーカーから「市民参加のまちづくり」と「文化や産業

の創造活動」に関する話題提供や実演を行うポートランダー

トーク、また、その共有から地域創生のアクションプランを

デザインするワークショップを実施した。
● タイニーハウスプロジェクト
　神山町の地勢、資源、環境を活かしたホテル（徳大ハウス）

の建築を目標に、地域の中で「ものづくり」してもらうワー

クショップを実施した。徳島大学生を中心に、共同作業の

デザイン、竹林 /山林での資材の切出し体験、地産地消の
メニュー開発やクッキングなど、地域や近隣の住民などが

参加して実践した。
● 地域を基礎とした教育/学習（コミュニティベースドラーニ
ング（CBL/Community-Based Learning）ならびにサー
ビスラーニング(Service Learning）)

　ポートランド州立大学で実施されている世界的に注目を

集めている教養教育プログラムをモデルとして実施し、地域

のユニークさを活かした学びコンテンツの開発、また、開

発したコンテンツを展開の仕組みとして、その場所でしかで

きない学校のデザインに取り組んだ。

神山学舎活性化事業
事業のポイント
■ 若者に魅力ある地域づくり、持続する徳島づくりの未来設計プラットフォーム
を目指す。
■ フューチャーセンター機能を持った未来の学校として神山町の神山バレー･
サテライトオフィス･コンプレックス内に「神山学舎」を設置。

事業代表者・連絡先
吉田 敦也（地域創生センター・センター長）
〒770-8502  徳島市南常三島町1-1

tel: 088-656-7651   fax: 088-656-9880

e-mail: yoshida@tokushima-u.ac.jp
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